
東
区
物
語
〜
次
回
（
第
二
話
）
は
お
お
と
も
か
め

た

ろ
う

「
東
区
開
拓
の
祖
」
大
友
亀
太
郎

東
区
の
み
な
ら
ず
、
札
幌
の
開

お
お
と
も
か
め

た

ろ
う

拓
の
祖
と
も
い
え
る
大
友
亀
太
郎
。

彼
が
札
幌
に
残
し
た
足
跡
は
あ
ま

り
に
も
有
名
で
す
。

大
友
亀
太
郎
は
、一
八
三
四（
天

さ
が
み
の
く
に
あ
し
が
ら
し
も
ぐ
ん
に
し

保
五
）年
、
相
模
国
足
柄
下
郡
西

お
お
と
も

大
友
（
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原

市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
少
時
か
ら
勉
強
好
き
で
、
農
作

業
の
か
た
わ
ら
、
一
通
り
の
学
問

を
独
学
で
身
に
付
け
ま
し
た
。

に
の
み
や
そ
ん
と
く

青
年
時
代
に
二
宮
尊
徳
に
師
事

し
た
大
友
は
、
そ
れ
が
縁
で
、
蝦

夷
地
開
拓
の
た
め
、
北
海
道
に
渡

り
ま
し
た
。

当
初
、箱
館
奉
行
の
命
令
で
、道

南
地
方
の
開
拓
に
従
事
し
た
大
友

は
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
、

新
た
に
石
狩
地
方
の
開
拓
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
一
八
六
六（
慶
応
二
）

年
、
元
村（
現
在
の
元
町
地
区
）を

開
拓
の
中
心
と
定
め
、
用
水
路
、

大
友
堀
の
開
削
を
行
う
な
ど
大
活

躍
。
札
幌
の
礎
を
築
き
ま
す
。

◇

◇

◇

大
友
亀
太
郎
の
足
跡
な
ど
を
語

る
物
語
の
会
「
東
区
物
語
（
第
二

話
）」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
広

場
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
友
亀
太
郎
の
足
跡
を
追
っ
て

〜
札
幌
村
郷
土
記
念
館

「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
」に
は
、

東
区
の
開
拓
に
関
す
る
多
く
の

貴
重
な
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
記
念
館
は
、
大
友

亀
太
郎
が
札
幌
開
拓
に
従
事
し

て
い
た
時
の
役
宅
で
、
そ
の
後
、

旧
札
幌
村
役
場
の
庁
舎
と
な
っ

た
建
物
の
跡
地
に
あ
り
ま
す
。

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年

四
月
に
、
歴
史
記
念
館
と
し
て

開
館
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
大
友
亀
太
郎
に

関
す
る
文
献
な
ど
を
は
じ
め
、

旧
札
幌
村
に
ま
つ
わ
る
古
文
書

や
農
機
具
、
生
活
用
具
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
展
示
品
の
一

部
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十

二
）
年
に
札
幌
市
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
庭
に
は
「
大
友
亀

太
郎
役
宅
跡
碑
」、「
札
幌
玉
葱

記
念
碑
」
な
ど
貴
重
な
石
碑
も

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

所
在
地
北
１３
条
東
１６
丁
目

連
絡
先

�
７８２
―
２
２
９
４

交
通
地
下
鉄「
環
状
通
東
駅
」下

車
。
４
番
出
口
か
ら
徒
歩
３
分

開
館
時
間
午
前
１０
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

休
館
日
月
曜
、
祝
日
の
翌
日
、

年
末
年
始

入
館
料
無
料

広 告 欄

「札幌玉葱記念碑」の碑文が、タ
マネギ栽培の歴史を伝えます

開拓当時をしのばせる農機具
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